東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年　７月　２４日　(火)　　　　　司会：滝田　文子　　記録：鈴木　幸雄

	東
	上野
	藤原
	西山
	宮澤
	谷川
	前田
	伊藤
	鈴木（匡）
	佐藤
	小泉

	会議
	休
	○
	深
	○
	○
	準
	深
	準
	休
	○

	鳥谷部（久）
	滝田
	福田
	天間
	金井
	三浦
	加藤
	鈴木
（幸）
	田端
	荒木田
	高橋

	○
	○
	○
	○
	休
	休
	Ａ留守
	○
	休
	準
	Ｃ留守

	長谷部
	土岐
	鳥谷部（由）
	松橋
	附田
	新谷
	市澤
	佐々木
	小笠原（裕）
	
	

	○
	休
	○
	休
	深
	買物
	○
	入浴
	○
	
	


出席者は記録者が印を付ける。

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・ケアプロセスシート：新入院患者様のを患者情報一覧内に作成しています。（石塚　忠隆様・蛯名　秀記様・下道　卯之松様）各担当にて、入院時の入力を行って下さい。
・セレクトメニュー変更：8月5日のセレクトメニューから「セレクトのお知らせ」と「選択方法」が変更となります。くわしくは、WIZメールを確認。

・法人納涼会：会費（1000円・小学生500円）の期限が7/27。期限が過ぎれば不参加扱いとなります。遅れずに行事委員までお支払い下さい。

＜患者様連絡事項＞

・中村　昭雄様：療養環境変更。西Ａユニットへ移動しています。

・横山　耕生様：昨日より電話制限（250円/1Ｗ）開始しています。確認表作成しＡユニット保管しています。

・山田　吉夫様：7/27（金）退院療養検討会実施予定（カンファレンス内）

・中村　寿昭様：臨時薬（下剤含み）継続処方。

・清川　厚子様：7/27（金）他科受診予定（日赤皮膚科）。白内障の点眼薬処方。

　　　　　　　　また、自己管理を目標とし、間食スタッフ預かり350kcal対応継続しています。習慣付くように対応行ってください。

・奥寺　徹　様：接触性湿疹（右足首・左腹部）あり、エルタシン軟膏塗布（1回／日）

・村上　幸子様：7/26（木）10：30～7/27（金）15：00外泊許可となっています。

　　　　　　　　（外泊訓練・退院前訪問指導・ほっぷ見学予定）

・松浦　るみ子様：白湯変更。

　　　　　　　　　　5：00～9：00　　200ml

　　　　　　　　　　11：00～15：00　200ml

　　　　　　　　　　17：00～21：00　200ml

　　　　　　　　　　21：00～22：00　400ml　　

＜要注目患者様＞

・下道　卯之松様：7/23入院。帰宅要求・興奮強く終日隔離となっている。昨日は興奮強く、食事拒否ありましたが、本日は食事・水分摂取出来ています。

　　　　　　　　　⇒7/25、8：00～16：00開放観察の指示。

・山上　賢一様：男性患者様への暴力行為、女性患者様への盗食行為が増えて来ています。事故防止の為、主治医へ情報提供。

　　　　　　　　⇒主治医指示にて16：00終日隔離、精神神経用剤（デパケン）臨時処方。

＜安ヶ平Ｄｒ診察患者様＞

・山口　富造様：夜間覚醒つづいており、来週の定期薬より眠剤調整となります。

・木村　格治様：胃部不快の訴えがありますが、食前の牛乳にてだいぶ調子が良いとの事。1Ｗ様子を見ていく事にしています。

・坂本　健治様：血液データ悪く、体重も増加傾向。間食の注意を受けています。摂取状況の確認・介入行って下さい。

・藤井　純子様：抗ヒスタミン剤（タベジール）が臨時処方。以後定期。

　　　　　　　　また、7/27（金）外出希望あり、口頭にて許可受けています（書類は未作成で、日程・家族確認後の作成）。かんざしの使用は許可です。

・藤井　崇史様：顔面の痒みあり、軟膏塗布を毎日実施して下さい。

・和田　昌　様：夜間の睡眠安定。多弁・まとまりの無さ落ち着き、14：30時間隔離解除。

　　　　　　　　他者とのトラブルに注意して下さい。

＜新入院患者様＞
・久保　興介様(24歳)
病名：統合失調症　　主治医：田名部Dr
入院形態:任意入院　　病棟：東Dユニット入院　　期間予定：2～3ヶ月
【経過】

15歳頃より幻聴出現。当院へはH19.8.3初診。以後定期的な外来通院と通所利用を継続していた。疲労やストレスにより幻聴出現していたが、服薬調整にて落ち着く事できていた。今年の7月に入ってから症状憎悪。特に夜間に幻聴が強くなり当院へ救急受診する事が増えていた。本人は自宅で母親との関係で疲労すると話し、母親からも自宅での対応困難である事から、本日東Aユニットへ任意入院となっている。
・服薬　→　本日夕から処方
・食事　→　本日夕より普通食
・発熱時の予測指示（～7/31）（38.5℃以上でアンヒバ坐薬：8時間あけて使用）

